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「
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
」で
は
、来
る
２
月
17
日（
水
）

の「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」（
マ
イ
カ
ー
利
用
を

控
え
る
日
）の
実
施
に
併
せ
て
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

　

県
央
地
域
に
位
置
す
る
９
市
町
村（
東
海
村･

水
戸
市

･

笠
間
市･

ひ
た
ち
な
か
市･
那
珂
市･

小
美
玉
市･

茨
城

町･

大
洗
町･

城
里
町
）の
各
首
長
で
構
成
さ
れ
、
茨
城

空
港
と
茨
城
港
、
高
速
道
路
網
、
大
強
度
陽
子
加
速
器

施
設（
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）と
い
う
４
つ
の
資
産
を
活
用
し

た
地
域
連
携
を
進
め
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
協
議
の
場

で
す
。

　

こ
の
会
の
座
長
は
加
藤
浩
一･

水
戸
市
長
が
務
め
て

お
り
、
村
で
は
村
上
村
長
が
構
成
員
の
一
人
と
な
っ
て

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
各
局「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
お
い
て
、
昨
年
10
月
か
ら
県
内
観
光
地
等
地
域

資
源
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、「
県
央
地
域
首
長
懇

話
会
」に
お
け
る「
Ｔ
Ｖ
番
組
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
の

実
施
」の
一
つ
と
し
て
の
昨
年
度
か
ら
の
主
体
的･

継
続

的
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
東
海
村
に
関
係
す
る
地

域
資
源
と
し
て
は
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
取
り
上
げ
、
そ
の

航
空
写
真
を
ア
ニ
メ
化
し
た
も
の
を
１
月
か
ら
３
月
ま

で
放
映
す
る
予
定
で
す
。

　

番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
中
で
は
、
気
球
に
乗
っ
た

サ
ザ
エ
さ
ん
が
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
東
側
上
空
か
ら
見
渡

す
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
週
日
曜
日･

午
後

６
時
30
分
か
ら
放
映
の「
サ
ザ
エ
さ
ん
」を
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

企
画
政
策
部
政
策
推
進
課
企
画
調
整
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
３
６
）

な
ど
自
家
用
車
の
利
用
を
控
え
た
方
々

を
対
象
に
、
ク
イ
ズ･

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
応
募
さ
れ
た
方
に
抽
選
で
構
成
市

町
村
の
特
産
品･

地
域
限
定
グ
ッ
ズ
を
進

呈
す
る「
公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら

き
」の
取
り
組
み
は
、
過
度
な
マ
イ
カ
ー

利
用
が
も
た
ら
す
交
通
の
停
滞
や
地
球

温
暖
化
等
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
皆

さ
ん
で
共
に
考
え
、
公
共
交
通
の
利
用

促
進
な
ど
環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し

た
行
動
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
公
共
交
通
や
自
転
車
の

利
用
、
徒
歩
に
よ
る
通
勤･

通
学
等
の
普

「
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
」と
は
…

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」の
日
に

ク
イ
ズ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

及
促
進･

き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
と
し
て「
茨

城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議｣

（
会
長
…
橋
本
昌･

茨
城

県
知
事
）が
主
催
す
る
も
の
―
―
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
の
詳
し
い
ご
案
内
は
、
公
共
施
設
や
東
海
村
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー「
あ
い
の
り
く
ん
」、
路
線
バ
ス
の
車
内
等

に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　マイカー利用を控えた通
勤（エコ通勤）を推奨する
「ノーマイカーデーいばら
き」が県内一斉に実施され
ます。２月17日（水）は、通
勤･通学等での自家用車の
利用を控え、公共交通機関や自転車、徒歩
による“エコ通勤”への取り組みに多くのご
協力をお願いします。
●実 施 日	 2月17日（水）
●問い合わせ	 茨城県公共交通活性化会
議（茨城県企画部企画課交通対策室内	☎
301-2536）、東海村経済環境部環境政策
課環境計画推進室（☎282-1711	内線1453）

２月17日（水）は
「ノーマイカーデーいばらき」

フ
ジ
テ
レ
ビ･

ア
ニ
メ
番
組「
サ
ザ
エ
さ
ん
」で

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
県
内
観
光
地
等
を
紹
介

い
ま
す
。
平
成
20
年
１
月
の
設
置
以
降
、
市
民
交
流･

観
光･

経
済
活
動･

教
育
文
化
活
動･

交
通
環
境･

行
政
の

６
つ
の
分
野
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
計
５

回
の
会
議
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

「
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
」の
取
り
組
み

T
ﾄﾋﾟｯｸｽ

opics

C
h
a
llen
g
e （
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
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納税は簡単･便利な「口座振替」を
お勧めします
　口座振替納税は、指定した金融機関の口座から、指定した税金を自
動的に引き落として納めることができる便利な制度です。一度申し込
みをすると次年度以降も継続されます。ぜひご利用ください。

●村･県民税（普通徴収分）
●固定資産税･都市計画税
●軽自動車税	※車検用納税証明書は後日郵送し
ます。
●国民健康保険税

●常陽銀行
●茨城銀行（３月１日から筑波銀行に改称）●水戸信用金庫●茨城県信用組合●中央労働金庫――の
東海村･水戸市･ひたちなか市･那珂市･日立市･常陸太田市にある本店･支店
●ひたちなか農業協同組合東海支店　●ゆうちょ銀行　※役場での申し込みはできません。

●全期前納（第１期の納期限日に年税額
を納付）	※村･県民税と固定資産税･都
市計画税のみとなります。
●期別納付（各納期の納期限日に期別税
額を納付）

●納め忘れがない
●納税に出向かなくてよい
●申し込み手続きが簡単

総務部税務課収納管理室（☎282-1711	内線1116）　※国民健康保険税について
は福祉部保健年金課国保年金担当（内線1132）へ問い合わせください。

口座振替のできる金融機関

取り扱い税目 納付種別

問い合わせ

申し込み
■申請に必要なもの■

①通帳　②届出印　③納税通知書（新規課税等の場合は不要）	※預金口座のある金融機関備え付け
の「村税等預金口座振替依頼書」で申し込みください。
■申込期限および振替日（平成22年度）■

※申込期限に間に合わない場合は、次の納期から口座振替を開始します。
※残高不足等で振替ができなかった場合は、役場から郵送する納付書で納めてく
ださい。

村･県民税 固定資産税･都市計画税 軽自動車税 国民健康保険税

申込期限 振替日 申込期限 振替日 申込期限 振替日 申込期限 振替日
全期前納 ５月10日 ６月30日 ３月10日 ４月30日
第 １ 期 ５月31日 ６月30日 ３月31日 ４月30日 ４月30日 ５月31日 ６月30日 ８月２日
第 ２ 期 ７月30日 ８月31日 ６月30日 ８月２日 ７月30日 ８月31日
第 ３ 期 ９月30日 11月１日 10月29日 11月30日 ８月31日 ９月30日
第 ４ 期 12月30日 平成23年１月31日平成23年１月31日平成23年２月28日 ９月30日 11月１日
第 ５ 期 10月29日 11月30日
第 ６ 期 11月30日 12月27日
第 ７ 期 12月30日 平成23年１月31日
第 ８ 期 平成23年１月31日平成23年２月28日

注）固定資産税･都市計画税の全期前納は３月10日、村･県
民税の全期前納は５月10日までに申し込みください。

● 3
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　茨城県市町村総合事務組合では、平成22年
度「県民交通災害共済」の加入申し込みを受け付
けています。これは、年一定額の会費を支払う
と、加入者が交通事故でけがや死亡した場合、
その度合いに応じて見舞金が支払われる制度
で、平成21年９月現在、村では約6,000人が加
入しています。
　いざというときに見舞金を受け取ることがで
きる「県民交通災害共済」に、ご家族おそろいで、
ぜひご加入ください。

■大人…900円／人
■中学生以下（平成22年４月１日現在）…500円
／人　※村では、平成22年４月１日で４歳以
上中学生以下の方と、70歳以上の方を対象に、
会費の半額を助成します。該当する方は、必
ず印鑑をお持ちください。

■死亡…100万円
■最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

■日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、
自転車等の接触･衝突･転落･転覆事故等によ
る人の死傷

■４月１日から平成23年３月31日までの１年
間　※途中加入の場合は、申し込みの翌日か
ら平成23年３月31日までとなります。

　次の書類と印鑑をお持ちの上、経済環境部環
境政策課（役場行政棟４階）へご請求ください。
■会員証
■運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故
を起こしたとき）
■交通事故証明書（自動車安全運転センター所
長発行のもの）　※この交通事故証明書のな
い事故に基づく請求は、指定の「事故申立書」
を使用し、最高９等級（３万円）まで（災害区
分別見舞金額一覧を参照）の支給となります。
■診断書（医師の診断書や柔道整復師･はり師･
きゅう師などの施術証明書）　※カイロプラク

家族そろって

県民交通災害共済に加入しましょう

会費（１年間）

万一のときの見舞金

対象となる交通事故

共済期間

見舞金の請求手続き

ティックなどは、診療行為から除外されます。

※次のような事故の場合、共済見舞金の全部ま
たは一部が給付されませんので、ご注意くだ
さい。①会員または見舞金受取人の故意によ
る事故　②会員が無免許･酒気帯び運転中に
生じた事故またはその事実を承知で同乗して
いた事故　③地震･洪水･暴風･その他の天災
によって生じた事故　④正当な理由なく医師
の指示に従わなかったとき　⑤会員または見
舞金受取人の重大な過失による事故　⑥法令
に違反し、茨城県市町村総合事務組合長が不
適切と認める事故

　経済環境部環境政策課備え付けの「県民交通
災害共済加入申込書」に必要事項を記入の上、
会費を添えて、経済環境部環境政策課生活･安
全担当（☎282-1711	内線1455）へ申し込みく
ださい（平成21年度の会員証がある方はお持ち
ください）。申し込みは年間を通して随時受け
付けています。なお、出張受け付けも行います。

出張受け付けの日時・場所

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数		91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数		61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数		41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数		21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数		８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数		３日以上の傷害 2万円
身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

期　日 時　間 場　所
２月19日（金）

13：30
～15：00

舟石川コミュニティセンター
２月22日（月） 村松コミュニティセンター
２月23日（火） 石神コミュニティセンター
２月24日（水） 中丸コミュニティセンター
２月25日（木） 白方コミュニティセンター
２月26日（金） 真崎コミュニティセンター

災害区分別見舞金額一覧

申し込み・問い合わせ
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●●全地区で“地区自治会”が設立されました
１月31日の午後から舟石川コミュニティセンターで舟石川･船場地区
自治会設立総会が行われ、村内６地区すべての地区自治会が設立
されました。平成14年３月、「学区単位の広域的自治組織の設立を
目指す」という地域活力懇話会からの提言を受けて始まった地区自
治会制度の導入。これにより、単位自治会同士の連携を強め、小
学校区内の課題を一つの自治会として協議するなど、広域的自治
の利点を生かした活動を行います。黒羽根弘一さん（東海村自治会
連合会会長）は「安全･安心のまちにするために、住民自治はなくて
はならないもの。これからは、住民が主役となってまちづくりをし
ていきましょう」と４月の運営開始に向けて意気込みを述べました。

●“地元の味”を“ふるさとの誇り”に…干しいも作りに挑戦！
１月24日、東海ファーマーズマーケット「にじのなか」交流広場にお
いて、青少年育成東海村民会議ふるさと少年教室実行委員会（委員長
･鈴木晴憲さん）主催による“干しいも作り体験”が行われました。こ
れは、ＪＡひたちなかの協力の下、干しいもの作り方を学び、体験
することで、地元産物への関心を高めるとともに“東海村の良さ”を
再確認してもらおうと行われたもの。参加者は、サツマイモが蒸し
上がると、指導を受けながら皮をむいたり、スライスしたり…慣れ
ない手付きながらも、その表情はみんな真剣そのもの。持参した網
の上に広げて、自宅で１週間程度天日干しにすると完成とのことで、
自分で作った干しいもの味は、きっとまた一味違うことでしょう。 

●原子科学を安心して研究できるまちを創りたい
1月18･19日、第１回「アジア原子核素粒子連盟シンポジウム」が
旧ＮＴＴ跡地の東海村研究交流プラザなどを会場として開催さ
れました（参加者約90人）。これは、アジア諸国や国内における
原子科学分野をリードする大学、研究機関から研究者等が一堂
に会し、加速器施設等をいかに有効活用するか、またこれから
の施設の在り方について議論したもの。Ｊ－ＰＡＲＣ（大強度陽
子加速器施設）の誘致によって、今後も国内外から多くの研究者
の来村が予想される東海村――18日に行われたレセプションで
村上村長は「今後、研究者が安心して研究できる環境を整え、21
世紀の新しいまちを創っていきたい」と抱負を述べました。
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チ
ャ
ン
ネ
ル

21

　
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
す
る「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は「
高
齢

者
虐
待
防
止
」に
つ
い
て
で
す
。

　〝
自
宅
や
施
設
で
高
齢
者
が
虐
待
さ
れ
て
い
た
！
”と

の
報
道
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
急
速
に

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
虐
待
は
決
し
て
他
人
事
や

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
は
、
介
護
疲
れ
や
こ
れ
ま
で
の

人
間
関
係
、
経
済
的
困
窮
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
正
し
い
理
解
と
、
一
人
ひ

と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
へ
の
気
付
き
が
大
切
で
す
。

　

日
常
で「
高
齢
者
虐
待
？！
」と
感
じ
た
と
き
や
、「
も

し
か
し
て
高
齢
者
虐
待
？　

	

で
も
、
も
し
違
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
…
」と
迷
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
は
、
な
ご
み（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

に
は
専
門
職
員
が
対
応
し
、
相
談
者
の
不
利
益
に
な
る

よ
う
な
こ
と
や
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
あ
な
た
の
一
歩
”が
高
齢
者
を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

…
殴
る･

け
る･

や
け
ど
を
さ
せ
る

な
ど
の
暴
力
、
動
け
な
い
よ
う
に
ひ
も
で
縛
る
、
部

屋
に
閉
じ
込
め
る
な
ど
の
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
。

…
脅
す
、
怒
鳴
り
つ
け
る
、
の
の

し
る
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
悪
口
を
言
う
、
わ
ざ
と
無

視
す
る
な
ど
の
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る
。

…
食
事
を
与
え
な

い
、
入
浴
さ
せ
な
い
、
オ
ム
ツ
を
替
え
な
い
、
病
院

を
受
診
さ
せ
な
い
、
劣
悪
な
環
境
で
生
活
さ
せ
る
な

ど
、
必
要
な
介
護
を
放
棄
す
る
。

…
合
意
の
な
い
性
的
接
触
や
強
要
、
排

せ
つ
失
敗
の
罰
と
し
て
裸
に
し
て
放
置
す
る
な
ど
。

…
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
ず
、

本
人
の
年
金
や
預
金
等
を
取
り
上
げ
て
、
勝
手
に

使
っ
て
し
ま
う
な
ど
。

　

な
ご
み
で
は
、
医
師･

警
察･

消
防･

民
生
委
員･

地
域

の
代
表
者
で
構
成
す
る「
東
海
村
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
調
整
会
議
」を
設
置
し
、
保
健･

医
療･

福
祉
が
一
体
と

な
り
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
東
海
村
高
齢
者
虐
待
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
」は
、
高
齢
者
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が
虐
待
を

早
期
に
発
見
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
作
成
し
た

も
の
で
、
村
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」な
ど
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
質
問･

ご
相

談
、
配
布
の
ご
希
望
等
は
、
な

ご
み
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉

課
地
域
支
援
室	

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

　
立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
春

の
訪
れ
と
と
も
に
収
穫
す
る
ソ
ラ
マ

メ
な
ど
も
霜
柱
の
立
つ
畑
で
寒
そ
う

に
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
７
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
と
う
か
い
環

境
農
業
塾
」は
、
12
月
に
閉
講
と
な

り
、
１
年
目
を
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
活
動

に
つ
い
て
は
、「
広
報
と
う
か
い
」や

新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

涌
井
塾
長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

16
人
の
塾
生
が
無
事
に
修
了
証
を
手

に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
無
農
薬
、
無
化
学
肥

料
栽
培
を
初
め
て
経
験
す
る
塾
生
に
と
っ
て
、
容
赦
な
く

発
生
す
る
病
気
、
丹
精
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と

穴
だ
ら
け
に
し
て
し
ま
う
ア
オ
ム
シ
、
頑
固
に
生
え
て
く
る

雑
草
と
の
戦
い
な
ど
は
、
文
字
通
り
悪
戦
苦
闘
の
数
々
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
堆た

い
ひ肥
の
み
で
化
学
肥
料
を
全
く
使

用
し
な
い
た
め
、
栄
養
は
足
り
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
…
と
疑

心
暗
鬼
に
陥
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
３
月
７
日（
日
）に「
有
機
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
、「
と
う
か
い
環
境
農
業
塾
」の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
貴
重
な
技
術
や
経
験
を
、
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
ま
す
。
有
機
農
業
を
実
践
し
た
い
と
思
う
方
だ
け
で
な

く
、
有
機
農
産
物
に
興
味
の
あ
る
消
費
者
の
方
に
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
あ
ら

た
め
て
、「
広
報
と
う
か
い
」等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内	

☎
287
局
７
８
６
７
）

有機農業セミナーを開催します！

vol.8

菜 園 ナ ビ

高
齢
者
虐
待
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
！

こ
ん
な
行
為
は
高
齢
者
虐
待
で
す
！

○
身
体
的
虐
待

○
心
理
的
虐
待

「
東
海
村
高
齢
者
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

作
成
し
ま
し
た
！

○
介
護
放
棄（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

○
性
的
虐
待

○
経
済
的
虐
待

小さな気付きと相談する勇
気が、高齢者を救うのじゃ！
　　　～初代いもジィ～
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

「
付
加
年
金
」制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　「
付
加
年
金
」は
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

と
き
に
上
乗
せ
し
て
も
ら
え
る
年
金
で
す
。

付
加
保
険
料（
納
付
額
）

　

納
付
額（
月
額
）…
４
０
０
円
▼
毎
月
の
定
額
保
険

料（
平
成
21
年
度
）１
万
４
６
６
０
円
に
付
加
保
険
料

４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
付
し
ま
す
。
※
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や
、
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
額（
受
給
額
）

　

受
給
額（
年
額
）…「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
付
し
た
月
数
」▼
例
え
ば
付
加
保
険
料
を
10
年

間
納
付
し
た
場
合
、
付
加
保
険
料
の
納
付
総
額
は

４
万
８
０
０
０
円（
４
０
０
円
×
１
２
０
月
）、
付
加

年
金
の
受
給
額
は
２
万
４
０
０
０
円（
２
０
０
円
×

１
２
０
月
）と
な
り
、
毎
年
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
２
万
４
０
０
０
円
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加
年

金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
の

総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。
※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
支
給
ま
た
は
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る
場
合
は
、

付
加
年
金
の
支
給
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
減
額･

増
額
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

　
私
は
、
昨
年
の
12
月
中
旬
に
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で

行
わ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
と
い
う
の
は
、
15
歳

以
下
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
全
国
か
ら
選
抜
し
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
そ
こ
で
目
立
っ
た

プ
レ
ー
を
す
れ
ば
日
本
代
表（
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
）

の
選
手
に
な
れ
る
舞
台
で
す
。

　

私
が
サ
ッ
カ
ー
と
出
会
っ
た
の
は
、
小
学
２
年
生

の
時
で
し
た
が
、
実
際
に
ト
レ
セ
ン
の
選
抜
試
合
に

参
加
で
き
た
の
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

中
学
１
年
生
の
時
、
運
よ
く
茨
城
県
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
関
東
ト
レ
セ
ン
リ
ー
グ
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
茨
城
県
で
は
男
女
を
通
し
て
初
と
な
る
優

勝
を
経
験
し
ま
し
た
。
私
は
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

よ
り
サ
ッ
カ
ー
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
関
東
ト
レ
セ
ン
リ
ー
グ
で
も

優
勝
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
へ
の
参
加
は
、

最
終
選
考
で
涙
を
の
み
ま
し
た
。
私
は
、
悔
し
さ

を
胸
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
へ
の
参
加
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
は
念
願

の
参
加
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
セ
ン
で
は
関
東
地
域
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
自

分
の
プ
レ
ー
に
責
任
を
持
つ
こ
と
や
仲
間
を
信
頼

す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ッ
チ（
グ
ラ

ウ
ン
ド
）以
外
で
も
選
抜
選
手
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
し
っ
か
り
と
し
た
服
装
や
態
度
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、文
武
両
道
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
の
関
東
ト
レ
セ
ン
リ
ー
グ
は
３
連
覇
が
懸
か
っ

て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
優
勝
に
向
け
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
全
国
に

広
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
も
笑
顔
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
両
親
、
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

東海南中学校３年　船場　馬
ば ば

場　遥
は る

か

ナショナルトレセンに参加して

ＶＯＬ .  １１７

今どきの

青少年

エッセー頑張る

左から４番目が今回のエッセイスト
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【
俳　

句
】

春
来
れ
ば
何
と
は
無
し
の
散
歩
か
な

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

残
菊
に
風
の
ほ
ど
ほ
ど
通
り
ゆ
く

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

お
し
ゃ
れ
着
を
み
な
か
た
づ
け
て
山
眠
る

東　

海　

佐
藤　

と
よ

オ
ホ
ー
ツ
ク
割
れ
る
流
水
何い

ず
こ処
へ
と

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

枯
葉
舞
う
冬
の
訪
れ
身
に
凍
み
て

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

吹
き
ま
ど
う
枯
葉
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
か
な

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

夜
爪
切
る
七
日
正
月
親
は
亡
し

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

立
春
の
護
摩
火
の
猛
る
堂
の
奥

村　

松　

松
本　

正
勝

物
い
わ
ぬ
妻
と
二
人
で
年
迎
ふ

南　

台　

宮
川　
　

昭

竹
林
へ
鳩
の
羽
ば
た
く
淑
気
か
な

豊　

白　

小
林　

久
男

手
を
合
わ
せ
よ
い
年
願
う
初
日
の
出

外　

宿　

西
山　

純
一

　
　
【
短　

歌
】

ひ
さ
か
た
に
山
家
の
焚
火
で
手
を
あ
ぶ
る

降
り
し
き
る
雪
窓
よ
り
見
え
て

舟
石
川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

ま
た
会
え
る
そ
ん
な
つ
も
り
で「
じ
ゃ
あ

ネ
」と
別
れ
た
ま
ま
の
友
等
懐
か
し

村　

松　

高
橋　

正
弘

人
参
に
大
小
肥
痩
と
差
は
あ
る
も
自
家
生

産
の
旨
味
は
等
し

外　

宿　

小
林
美
代
子

初
日
の
出
光
差
し
込
む
千
客
の
万
来
来
し

を
今
年
も
夢
見
し

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

履
き
な
れ
し
リ
ハ
ビ
リ
靴
と
二
本
杖
陽
光

仰
ぎ
若
菜
を
摘
め
り内　

宿　

村
上　

文
江

書
き
直
し
書
き
損
じ
て
は
詠
む
歌
も
近
頃

と
み
に
視
力
の
弱
ま
る

外　

宿　

高
槌　

す
み

治
療
室
虎
の
置
き
物
に
供
え
餅
二
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小さな知識で大きな安心 原子力 ･ 防災マメ知識 ①

　今月号から、「原子力・防災マメ知識」と題し、
自然災害や原子力災害が起きたときの対処法等、
万一のために備えた役立つ情報をお知らせして
いきます。
　平成17年からテレビやラジオで「緊急地震速
報」が流れるようになりました。震度５弱以上の
地震が予測されたとき、予想される地域に本震が
到達する前にいち早く通報･警告し、被害の軽減
を図ろうとするものです。本震到達までの猶予は
数秒から数十秒程度ですが、その間に私たちはど
う対処したらよいのでしょうか。例えば①火を消
す②ドアや戸を開けて避難路を確保する③頑丈な
机の下などに入る④車を運転中なら徐行して道路
脇に停車する――などの対応が考えられます。大
切なことは、慌てず冷静に行動することです。
　緊急地震速報はごく短時間で予測するため、
通報精度が十分でない場合もあるようですが、高
速列車の脱線等の事態を考えれば、誤報の可能
性があっても放送されるべきものと考えます。

　本村の場合、考慮される大きな地震は、東海
沖合35㎞付近（震源距離約60㎞）での「鹿島灘の
地震」（1896年発生。Ｍ7.3）ですが、震源からの
距離が近すぎるため、速報が間に合わないとされ
ています。ほかに、約50㎞離れた「茨城県南部の
プレート内地震」（震源距離約66㎞。想定規模Ｍ
7.3）、約80㎞離れた「関谷断層」による地震（想定
規模Ｍ7.5）、約100㎞離れた「関東平野北西縁断
層帯」による地震（震源距離約125㎞。想定規模Ｍ
8.0）などが考えられています。
　なお、原電東海第二発電所では、これらの地
震を考慮した耐震評価を行い、必要な耐震対策
を講じています。また、村でも学校校舎等の耐震
化を進めています。
　原子力対策課では、緊急地震速報について、
設備の更新やデジタル化を踏まえた伝達体制が
構築できないか、引き続き検討しています。
●問い合わせ	 経済環境部原子力対策課原子力･
防災担当（☎282-1711	内線1519）	

地震が来る前にお知らせします「緊急地震速報」
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テレホンサービス（☎0120-42-4848） ※屋外放送を無料で聞くことができます。

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

募集

平成 22年１月１日現在
前月比

世 帯 数 14,096 世帯 ＋ 18
総 人 口 37,046 人 ＋ 39
男 18,650 人 ＋ 21
女 18,396 人 ＋ 18

人口と世帯数

２月の納付
納 期 限 ３月１日（月）

納付種別

固定資産税第４期分
国民健康保険税第８期分
介護保険料第６期分
後期高齢者医療保険料第８期分

県では、県政に女性の視点を取り入れ、県民
参加の開かれた広報活動を推進するため、県広
報紙「ひばり」の記事作成に携わる平成22年度
の「いばらき女性特派員」を募集しています。
●任　　期	 ４月から平成23年３月までの１
年間

●活動内容	 取材･原稿作成…県の主要事業や
施設等に関するテーマ（特集記事･年２回）、
県の特産物･観光情報等に関する指定された
テーマ（コラム･年２回）について、取材し、
原稿を作成します（取材には、県広報広聴課
職員や制作スタッフが同行します）。会議等
への出席…委嘱状交付式と活動説明会（４
月）、意見交換会（10月～11月）へ出席します。

●応募資格	 ①県内在住で満20歳以上の女性
（平成22年４月１日現在）②公務員や議会議
員でない③取材先が希望する日時に合わせて
取材できる（主に平日の日中）④自分で取材先
に移動できる（県内全域が取材範囲）――を満
たす方（４人）

●謝　　礼	 年間12万円
●選考方法	 １次選考（書類審査）と２次選考
（１次選考通過者の面接）を行います。
●申し込み・問合せ	「平成22年度いばらき女
性特派員応募用紙」に必要事項を記入の上、
「応募理由」と「地域の話題」を各400字程度に
まとめたものを添付して、２月26日（金）まで
に、郵送･ファクシミリ･電子メールのいずれ
かの方法で、茨城県広報広聴課（〒310-8555	
水戸市笠原町978-6	☎301-2128	FAX301-
2168	電子メールkoho3@pref.ibaraki.lg.jp）
へ申し込みください。なお、応募用紙は、県
ホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/）
の「平成22年度いばらき女性特派員募集案
内」からダウンロードできます。

県広報紙「ひばり」の記事作成に携わる
平成22年度「いばらき女性特派員」募集

■職 種 等	 ①Ｊ－ＰＡＲＣを中心とする観光
ルートの開発に関する業務（１人）　②「東海
村環境基本計画」策定に関する業務（１人）

■雇用要件	 基本的なパソコン操作（ワード･エ
クセル）が可能であり、普通自動車運転免許
を有する方

■雇用期間	 ４月１日～９月30日（６か月間）
※更新の可能性あり。

■勤務時間	 月曜日から金曜日までの午前８時
30分～午後５時15分

■賃 金	 時給1,070円
■そ の 他	 ▼諸手当…通勤手当　▼福利厚生
…社会保険（健康保険･厚生年金保険等）と雇
用保険に加入

■選考方法	 ①は２月24日（水）、②は２月25
日（木）に面接試験を行います。

■申し込み・問合せ	 ２ 月19日（金）まで（土･
日曜日、祝日を除く）の午前８時30分～午後
５時15分に、履歴書（顔写真貼付）と運転免許
証の写しを持参の上、①は企画政策部政策推
進課政策推進担当（内線1332）、②は経済環
境部環境政策課環境計画推進室（内線1453）
へ申し込みください。

東海村臨時職員（一般事務）募集

　「スクエアダンス」とは、８人が１組になり、
音楽に合わせて歩きながら行うダンスです。
■活動日時	 第１･３月曜日	午前10時～正午
■場　　所 百塚区自治集会所
■講　　師 松下水智子さん（社団法人日本
フォークダンス連盟公認指導者）

■そ の 他	 ２月15日（月）は体験参加できます。
■申し込み・問合せ 閨

ね や た に

谷 京 子 さ ん（☎282-
9418）

スクエアダンスサークル「東海ウェイヴ」会員募集会　費

500円／月
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２月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
11日（木）茨城東病院 282-1151
14日（日）武藤小児クリニック 282-7722
21日（日）村立東海病院 282-2188
28日（日）東海クリニック 283-1711
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…24時間対応
茨城県救急医療情報コントロールセンター（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼午前９時～午後５時…日曜日･祝日･年
末年始（12月29日～１月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日
プッシュ回線の固定電話、携帯電話から（☎#8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

催し物（講演会ほか）

窓口業務時間延長
実施日時 第１･３木曜日　午後７時まで
実施課 取り扱い業務※

住民課
（内線1125）

住民登録（転出･転入等）、印鑑登録、外
国人登録に関する手続き、パスポート
の交付、各種証明書･許可書の発行等

保健年金課
（内線1131）

国民健康保険、国民年金、後期高齢者
医療、医療福祉（マル福制度等）、母子
健康手帳の交付等

社会福祉課
（内線1183）

保育所（入退所の手続き）、児童手当、
児童扶養手当の申請等

水道課
（内線1153）

水道の給水開始･中止の手続き、上下水
道料金の支払い（下水道料金のみの取り
扱いはできません）

※一部取り扱いのない業務がありますので、事前に
ご確認の上、お越しください。

　

　基調講演や展示･発表のほか、バザーや抽選
会等、楽しい企画がいっぱいです。皆さんお誘
い合わせの上、ぜひご来場ください。
■日　　時 ２月20日（土）	午前10時～午後３時
■場　　所 総合体育館
■内　　容 ①基調講演　演題…「今日から始
めるエコ生活」　講師…寄

よ り も と

本勝美さん（京都大
学博士･法学）　②舟石川小学校児童による環
境活動発表　③「劇団とみかる」によるミュー
ジカルステージ等

■そ の 他 当日は、アイディア箱を設置し、
地球温暖化対策についての「村民の知恵」を募集
します。皆さんのご応募をお待ちしています。

■問 合 せ とうかい環境フォーラム実行委
員会事務局（経済環境部環境政策課内	内線
1453）

■日 程 等	

■場　　所	 総合福祉センター「絆」
■対　　象	 ご自分または家族（なるべくＢＭＩ
25以上）のためのダイエットに関心がある、村
内在住の65歳までの方

■そ の 他	 保育サービス（無料）があります。
■申し込み・問合せ	 ２月19日（金）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

日　　時 内　　容
３月４日（木）
10:00 ～ 11:30

効果的な内臓脂肪の減ら
し方についての講話

３月12日（金）
14:00 ～ 15:00

日常生活に取り入れられ
る運動の体験

３月18日（木）
10:00 ～ 11:30

内臓脂肪を減らす食事に
ついての講話

参加費

無
料「ダイエット教室」を開催します

「とうかい環境フェスタ」を開催します
参加
費

2,00
0円／

人入場料

無　料

■利用期間	 ３月１日（月）～平成23年２月28
日（月）

■場　　所 白方･豊岡地内の畑地
■募集区画	 先着30区画程度
■対　　象 村内在住･在勤の方
■利 用 料	 １区画当たり年間3,000円（１区
画50平方メートル、１人３区画まで利用可）

■申し込み・問合せ	 ２月25日（木）以降（月曜
日を除く）の午前８時30分～午後５時15分に、
利用料と印鑑を持参の上、東海村農業支援セ
ンター（東海ファーマーズマーケット「にじの
なか」内	☎287-7867）へ申し込みください。

地元の熟練農家をはじめ、茨城県農業改良普
及センターや全国農業協同組合連合会等の指導
による講義と実習を通して、農産物の栽培から
直売所に出荷するまでのノウハウを学びます。
■期　　間 ４月から平成23年３月までの１
年間（毎週１回程度開講）

■場　　所 講義…ＪＡ東海会館等　実習…村
内の農地

■対　　象 村内在住で農業を始めようと考え
ている方（先着30人）

■申し込み・問合せ ２月15日（月）から、Ｊ
Ａひたちなか･東海営農センター（☎282-
0203）へ申し込みください。

■活 動 日	 第４火曜日
■時　　間 午前10時30分～ 11時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆」
■対　　象 ２歳～３歳までの幼児とその保護
者（15組）

■内　　容 読み聞かせ、工作、手遊びなど
■申し込み・問合せ 菅

す が の

野 弥 生 さ ん（☎090-
9677-4729）

育児サークル「キャロットクラブ」平成22年度会員募集会　費

無　料

「新規就農者確保育成事業」受講生募集受講料

無
料

家庭菜園の利用者を募集します
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テレビ等で話題になった全盲のママさんシン
ガーソングライター･立

た て み ち

道聡子さんを迎え、トー
ク＆ライブを開催します。ぜひご来場ください。
■日　　時	 ３月６日（土）	午後１時30分～４時
■場　　所 東海文化センター
■定　　員	 750人　※入場券は、３月５日
（金）まで、東海村ボランティア市民活動セン
ター「えがお」（合同庁舎１号館１階）および東
海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」
内）で配布します。

■内　　容 ①東海村ボランティア劇団（仮称）
による寸劇「はじめの一歩」　②シンガーソン
グライター立道聡子トーク＆ライブ「たから
もの～みえないけど、きえないもの～」

■そ の 他 ▼保育サービス（無料）があります
ので、２月24日（水）までに申し込みくださ
い（先着20人）。▼障がい者優先席や手話通
訳･要約筆記があります。

■問 合 せ 東海村ボランティア市民活動セン
ター「えがお」（☎283-4538）

　第４回東海村ボランティア市民活動セミナー参加
費

2,00
0円／

人入場料

無　料

　

　県主催の女性海外派遣事業に参加した講師が、
スウェーデンやイギリスの環境、育児、介護、
男女の在り方等について、映像を交えてお話し
します。この機会に、あらためて自分の“暮らし”
について考えてみませんか。
■日　　時	 ２月23日（火）	午後１時30分～３時
■場　　所 役場行政棟５階（災害対策本部室）
■定　　員	 先着20人
■講　　演 演題…「諸外国から学ぶ『今の暮ら
し』を考える～イケメンから育メンへ～」　講
師…さいとう清子さん

■そ の 他 保育サービス（無料）がありますの
で、申し込み時にお知らせください。

■申し込み・問合せ	 ２月15日（月）から19日
（金）までに、総務部自治推進課ハーモニー ･
交流担当（内線1342）へ申し込みください。

諸外国から学ぶ「暮らしを考える」講座
参加
費

2,00
0円／

人受講料

無　料

「第31回東海村教育振興大会」を開催します
■期 日	 ２月19日（金）
■時　　間	 式典…午後０時40分～１時30分　
講演…午後１時40分～３時20分

■場　　所	 東海文化センター
■内　　容	 ①教育分野における功績者の表彰式
②講演　演題…「『弁当の日』が生み出す『くら
しの時間』～家族の絆はいつ生まれるか～」　
講師…竹下和男さん

■問 合 せ	 教育委員会学校教育課企画総務担当
（内線1412）

香川県綾歌郡綾川町立綾上中学校校長。
「弁当の日」の考案者であり、その取り組
みは、子どもの発達段階に配慮した食育
実践として、テレビや雑誌等でも紹介さ
れるなど全国的に広がりを見せ、多くの

学校で実施されている。「地域に根ざした食育コンクー
ル2003」で農林水産大臣賞を受賞。主な著書に「“弁当の
日”がやってきた」「台所に立つ子どもたち」（共著）など。

竹下和男（たけした･かずお）

参加
費

2,00
0円／

人入場料

無　料

エトセトラ

■期　　間	 ２月17日（水）～３月13日（土）　
※日曜日を除きます。

■受付時間	 正午～午後１時
■場　　所	 保健センター
■対　　象	 子宮がん検診…村内在住で20歳以
上の女性　乳がん検診…村内在住で30歳以上
の女性　骨粗しょう症検診…村内在住で30歳、
35歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、
70歳、75歳の女性（平成22年３月31日現在）

■そ の 他	 ▼今年度中に、子宮がん検診･乳が
ん検診の施設検診を受けた方は、今回の受診は
できません。▼女性特有のがん検診（子宮がん･
乳がん検診）のクーポン券をまだ使用していな
い方は、今回の検診をご利用ください。▼乳が
ん検診のクーポン券をご利用の方は、マンモグ
ラフィー検査を実施する２月25日（木）から３
月10日（水）までに受診してください。

■申し込み・問合せ	 転入等により申し込みを
していない方で検診を希望する方は、保健セ
ンター（☎282-2797）へ申し込みください。

「第37回東海村新春マラソン大会」の
写真展示･配布を行います
●期　　間	 ２月12日(金)から28日（日）まで
の午前９時～午後９時　※月曜日を除きま
す。日曜日は午後６時30分までとなります。

●場　　所	 総合体育館１階ロビー
●そ の 他	 ▼展示写真の配布は、無料･先着
順です。▼デジタル画像データ写真は１枚
30円（プリント代）で、後日配布となります。
▼写真の配布は、本人またはその家族のみで、
住所･氏名･電話番号の記入が必要です。

●問 合 せ	 総合体育館（☎283-0673）

婦人科検診・骨粗しょう症検診のお知らせ費
用

無
料
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　消防署では、火災等の災害が発生
した際に、災害の情報をコンピュー
タ音声でお知らせする「災害テレホン
案内」を行っています。
■災害テレホン案内 ☎283-4919
■問 合 せ	 消 防 署通信指令担当（☎282-
2038）

災害テレホン案内をご利用ください！

「白方小学校跡地利用の整備方針（案）」への
意見（パブリックコメント）を募集します
村では、白方小学校の跡地利用について、白
方地区委員会の運営委員会等との意見交換会を
行い、協議を進めてきました。整備方針として
まとめた案について、皆さんのご意見（パブリッ
クコメント）をお寄せください。
●公表場所	 ①企画政策部財務課（役場行政棟
３階）　②各コミュニティセンター　③村
公式ホームページ（http://www.vill.tokai.
ibaraki.jp/）
●提出方法	 任意の様式に①「白方小学校跡地
利用の整備方針（案）」への意見②住所･氏名
･年齢･電話番号･ファクシミリ番号――を記
入の上、３月11日（木）までに、持参･郵送･
ファクシミリ･電子メールのいずれかの方法
で、企画政策部財務課（〒319-1192	 東海
3-7-1	FAX287-0317	 電子メールzaimu@
vill.tokai.ibaraki.jp）へ提出してください。
●そ の 他	 ①住所･氏名のないものは受け付
けできません。②内容について個別に確認さ
せていただく場合があります。③寄せられ
た意見は、「白方小学校跡地利用の整備方針
（案）」の参考にさせていただくとともに、匿
名での公表を予定しています。
●問 合 せ	 企画政策部財務課管財担当（内線
1386）

　

投票日時等
■投票日時	 ３月21日（日）	午前７時～午後６時
■告 示 日	 ３月16日（火）

立候補予定者説明会
■日　　時	 ２月26日（金）	午前９時　※立候補
予定の方は必ず出席してください。

■場　　所	 役場行政棟２階（205会議室）
立候補届出の受け付け

■日　　時	 ３月16日（火）	午前８時30分～午
後５時

■場　　所	 役場議会棟１階（101会議室）
問 合 せ

　東海村選挙管理委員会（総務部総務課内	内線
1313）

■無料開放日	 ４月以降の第１･３日曜日（１月
･８月･12月を除く）

■そ の 他	 ▼諸準備のため、２月･３月の公園
開放は行いません。▼自転車貸出料は有料とな
ります。▼ゴーカート･ミニＳＬは、平成21年
11月をもって廃止となりました。

■問 合 せ	 自動車安全運転センター安全運転
中央研修所付属交通公園（ひたちなか市新光
町	☎265-9550）

４月から交通公園を無料で開放します

　東海村農業委員会委員一般選挙

　茨城労働局雇用均等室では、パートタイムで
働く場合や、育児･介護のために利用できる制
度、妊娠･出産時に役立つ制度等
をまとめた資料を作成しました。
ぜひご活用ください。
■問 合 せ	 茨城労働局雇用均等
室（☎224-6288	ホームページ
http://www.ibarakiroudoukyoku.
go.jp/）

“働くあなたに役立つ情報”を提供します

村では、東海スマートＩＣの開通時からＥＴＣ
対応車載器購入等費用の一部助成を行っていま
す。助成予定台数600台のところ２月１日現在で
240台の申請がありました。助成金申請の締め切
り日は、平成22年３月31日（水）となっています
ので、助成を希望される方は、お早めに申し込み
ください。
■対 象 者	 村内在住･在勤の方（１世帯２台以内）
または村内に会社を有する法人（１法人５台以内）

■助成条件	 平成20年11月１日以降、新規にＥＴＣ対
応車載器を購入し、その取り付けとセットアップを行
い、東海スマートＩＣを10回以上利用すること。

■対 象 車	 高速道路料金の車種区分が①普通車
②軽自動車③二輪自動車――のいずれかに該当
する自動車（一部のけん引車を除く）

■助 成 額	 上限5,000円／台
■提出書類	 ①「東海村ＥＴＣ対応車載器設置助
成金交付申請書」　②助成対象車両の自動車車
検証の写し　③ＥＴＣ対応車載器の購入と取り
付け等に要した費用を証明できるものの写し　
④セットアップの完了を証する書類の写し　⑤
東海スマートＩＣを10回以上利用したことを
証明できる書類の写し　⑥村内に住所を有する
ことを証する書類の写し（村内在勤の方は在職
証明書の写し）

■申し込み・問合せ	 建設水道部都市政策課都市
整備担当（内線1243）	※詳細は、都市政策課備
え付けの募集要項または村公式ホームページ
（ＥＴＣ対応車載器設置助成金交付制度	http://
www.vill.tokai.ibaraki.jp/）をご覧ください。

３月末日まで、ＥＴＣ対応車載器購入等費用の一部を助成します
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水戸市●第114回水戸の梅まつり
春の訪れを告げる「水戸の梅まつり」――今年
は２月20日（土）から３月31日（水）まで、偕楽
園や弘道館等を会場に開催します。早春の香り
漂う“観梅の旅”にぜひお出掛けください。
◆主な催しなど	

◆そ の 他	 無料市内「漫遊バス」の運行（運行
日限定）のほか、弘道館正門の特別開放（２月
20日から３月28日までの土･日曜日と祝日）
なども予定されています。

◆問 合 せ	 水戸の梅まつり実行委員会事務局
（社団法人水戸観光協会内	☎224-0441）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

■期　　日	 ２月17日（水）
■時　　間	 ①午前９時30分～正午　②午後
１時～４時

■場　　所	 役場行政棟東側玄関ロビー
■持参するもの ▼自動車運転免許証など身元
を証するもの（過去の献血で、本人確認が済
んでいない方のみ）　▼献血手帳･献血カード
（お持ちの方のみ）

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください！

村･県民税の申告をお忘れなく！
受け付けは３月 15 日（月）まで
　平成22年度の村･県民税の申告受け付け（申
告相談）は、３月15日（月）までとなりますので、
期間内の申告をお願いします。なお、２月21
日（日）には、平成21年の収入が給与所得のみ
の方を対象に申告を受け付けますので、ぜひご
利用ください。
●日 程 等	

●受付時間	 午前８時30分	～	午後４時
●場　　所	 役場行政棟５階（原子力視察研修室）
●問 合 せ	 総務部税務課住民税担当（内線
1117）

期　　日 指定地区等
２月10日（水）

平成21年の収入が年金のみ
の方　※村からの通知が届
かない場合でも、平成21年
の収入が年金のみの方は申
告できます。

２月12日（金）
２月15日（月）
２月16日（火）
２月17日（水）
２月18日（木）
２月19日（金）

２月21日（日） 平成21年の収入が給与のみ
の方

２月22日（月） 宿
２月23日（火） 真崎
２月24日（水） 須和間・押延
２月25日（木） 白方・豊白・村松北
２月26日（金） 岡・船場
３月１日（月） 百塚・南台・緑ヶ丘
３月２日（火） 豊岡・亀下
３月３日（水） 川根・照沼
３月４日（木） 内宿一区・内宿二区
３月５日（金） 外宿一区・外宿二区
３月８日（月） 竹瓦・舟石川三区
３月９日（火） 舟石川一区
３月10日（水） 舟石川中丸・舟石川二区
３月11日（木）

全地区３月12日（金）
３月15日（月）

２月21日（日）【第１観梅デー】
▼野外琴の会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）

２月28日（日）【第２観梅デー】
▼野点茶会（偕楽園／10:00～ 15:00）▼水
戸のひな流し（偕楽園／11:00～ 12:00）

３月６日（土）
▼五軒香梅ひな流し（偕楽園／ 10:30 ～
12:00）▼夜の偕楽園･夜梅祭（偕楽園／
18:00 ～ 21:00）

３月７日（日）【第３観梅デー】
▼観梅民謡まつり（水戸市民会館／ 9:30
～ 16:00▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～
15:00）▼第63回大撮影会と写真コンテス
ト（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）▼謡と仕舞
の会（常磐神社能楽殿／ 11:00 ～ 12:00）

３月14日（日）【第４観梅デー】
▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）▼
第64回観梅俳句大会（茨城県立青少年会
館／ 10:00 ～ 14:00）▼尺八演奏会（常磐
神社能楽殿／ 11:00 ～ 12:00）

３月21日（日）【第５観梅デー】
▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）

３月28日（日）【第６観梅デー】
▼野外琴の会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）
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夢は…。“インテリアプランナー”
村松小学校６年●曽

そ の

野りさ子
こ

　私の将来の夢はインテリアプランナーです。
　インテリアプランナーは、家のインテリアの企画を提
案し、それに基づいた設計図や仕様書を作成し、その工
事の監理までを行う仕事です。
　インテリアプランナーは、家族が住む大切な家を造り
ます。家は家族が一緒に過ごす場所なので、その家族に
合った、気持ちよく過ごせるものを造らなければなりま
せん。そんなインテリアプランナーが私たちの家を設計
してくれて、今私たちはそこに住むことができています。
私は今住んでいる家の床、壁、ドアなどを気に入ってい
ます。私の部屋も立派なインテリアプランナーの方が設
計してくれたと思うと感謝の気持ちでいっぱいです。
　私も、将来、たくさんの家族から「ありがとう」と言っ
てもらえるような、立派なインテリアプランナーになり
たいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-107

ちびっこ
美術館

「森は生きている」
見に行った「森は生きている」の劇

の様子を描いてくれたのは杏奈ちゃ
ん（６歳）。劇の中で、保育所で歌っ
ている歌を聞くこともできたそうで、
「もっと見たくなるくらい面白かった」
と元気に答えてくれました。

●
ちゃん酒

さ か い

井杏
あ ん な

奈
村　松
保育所

　

わ
が
家
に
は
、
ど
ん
な
と
き
で
も

笑
顔
で
私
を
照
ら
し
て
く
れ
る
長
女･

明あ

す

か

日
香（
10
歳
）と
次
女･

楓ふ

う

か香（
８
歳
）が

い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
二
人
と

も
何
度
あ
や
し
て
も
泣
き
や
ま
ず
、
子

育
て
を
や
め
て
し
ま
い
た
い
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
見
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
ふ
と
気
が
付
け
ば
私
よ
り

も
人
の
こ
と
を
思
う
優
し
い
子
ど
も
た

ち
。
私
が
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
な
と

き
に
は
す
ぐ
に
心
配
し
て
く
れ
て
、
い

つ
の
ま
に
か
親
と
子
が
逆
転
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

二
人
と
も
幼
い
こ
ろ
は
と
て
も
体
が
弱

く
、
何
度
も
病
院
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
と
て
も
手
が
掛

か
り
、
夜
も
安
心
し
て
眠
れ
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
ん
な
心
配
も

少
な
く
な
り
、
二
人
と
も
元
気
に
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
明
日
香
は
現
在
、
小
学

校
で
金
管
バ
ン
ド
部
に
入
っ
て
お
り
、
コ

ル
ネ
ッ
ト
と
い
う
楽
器
を
演
奏
し
て
い
ま

す
。
始
め
た
こ
ろ
は
う
ま
く
演
奏
で
き
ず

に
、
家
に
帰
っ
て
き
て
悩
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
と
て
も
上
手
に

演
奏
し
て
い
ま
す
。
楓
香
は
運
動
が
得

意
で
、
持
久
走
大
会
で
も
上
位
に
入
っ
た

り
、
リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば
れ
た
り
す
る

な
ど
、
幼
い
こ
ろ
の
体
の
弱
さ
が
う
そ
の

よ
う
で
す
。

　

子
育
て
は
い
つ
も
手
探
り
な
の
で
、
不

安
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、

ほ
っ
と
し
て
不
安
な
ん
て
ど
こ
か
に
い
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。私
自
身
、

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
子
育
て
と
の
両
立

は
大
変
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は〝
素

直
で
心
の
美
し
い
人
に
育
っ
て
も
ら
い
た

い
”と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
手
探

り
で
い
い
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

涙
も
苦
し
み
も
あ
り
、
感
動
も
夢
も
幸
せ

も
笑
顔
も
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
子
育
て
が
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
育
て
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
二

人
の
子
ど
も
た
ち
に
心
か
ら
言
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
お
母
さ
ん
は
と
て
も

幸
せ
で
す
」。

　

こ
れ
か
ら
も
、
二
人
の
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
な
子
育
て
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

仲な

か

ほ

ど程

直な

お

み美

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。


